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令和３年１２月２１日 

  外務省 

外務省所管 令和３年度補正予算（第１号）における「個別プロジェクトにイヤマークした任意拠出金」の成果目標一覧 

（主にコンセプト・ノートに基づく暫定版） 

（注意事項） 

① 現段階の成果目標は、暫定的に外務省限りで作成したため、今後、相手国政府または国際機関等からの最新の情勢等に基づいた要請により、内容に変更が生じる場合がある。 

② 追加予算額は「億円」単位とし、原則としてそれぞれ小数点第２位を四捨五入によっているため、端数において合計とは合致しないものがある。 

 

イヤマーク拠出金で補正

予算措置される案件名 
事業概要 

実施国際機関 

[追加予算額の総合計] 

成果目標 

（暫定版） 

アフガニスタン及び周辺国

に対する安定化支援 

令和３年８月、タリバーンが

アフガニスタン首都カブー

ルを制圧して政権が崩壊し

た結果、多数の避難民が発生

し、人道危機が深刻化したこ

とから、国際機関を通じ、ア

フガニスタン及びその周辺

国において保健医療・食料・

シェルターの提供、水・衛生

の確保等の支援を行う。 

国際連合食糧農業機関 

（ＦＡＯ） 

［合計：2.2 億円］ 

アフガニスタンにおいて、武力紛争や干ばつ等の複合的ショックを受けた地域における農業生産支援及び生計支援を

通じて、食料及び栄養の安全保障強化を図る。 

 

赤十字国際委員会 

（ＩＣＲＣ） 

［合計：2.6 億円］ 

アフガニスタンにおいて、病院への医療物資の配布等の医療アクセス支援、国際人道法の履行確保、被拘禁者の待遇

改善支援を通じ、武力紛争等の暴力の被害者に対する保護及び支援を図る。 

国際赤十字・赤新月社連盟 

（ＩＦＲＣ） 

［合計：2.4 億円］ 

アフガニスタンにおいて、食料配布、脆弱な農家の生産の強化支援、安全な水へのアクセス向上支援、保健医療支援

等を実施することにより、治安状況の悪化や干ばつ等の影響を受けた脆弱な人々の人道状況の改善を図る。 

国際移住機関 

（ＩＯＭ） 

［合計 2.2 億円］ 

アフガニスタン、イランにおいて、国内避難民、難民、移民、ホストコミュニティに対して、水・衛生支援、緊急シ

ェルター支援、生活必需品の配布等を実施することにより、移動や避難を余儀なくされている脆弱な人々の人道状況

の改善を図る。 

欧州安全保障協力機構 

（ＯＳＣＥ） 

[合計：0.8 億円] 

アフガニスタン国内の治安が急激に悪化し、周辺国への人流増加に対応するための適切な国境管理を行う必要性が生

じているため、国境パトロール訓練等を実施して、アフガニスタン近隣諸国の国境管理能力の強化を図る。 

国際連合開発計画 

（ＵＮＤＰ） 

［合計：69.3 億円］ 

アフガニスタンにおいて、政情が不安定化している中、治安悪化の影響を受けた人々を対象に、脆弱層への水・衛生、

エネルギー、基本的医療といった基礎インフラやサービスの提供、職業支援や零細企業支援等を対象とした生計向上

支援、及び女性へのカウンセリングや和解のプラットフォーム設置等の社会融和促進を実施する。 

国際連合人口基金 

（ＵＮＦＰＡ） 

［合計：1.4 億円］ 

アフガニスタン及びイランにおいて、国内避難民、アフガニスタン難民及びホストコミュニティ（特に女性）を対象

とした保健、保護等の分野の支援を行うことで、緊急事態下における保健・保護の改善を図る。 

 

国際連合人間居住計画 

（ＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴ） 

［合計：1.5 億円］ 

アフガニスタンにおいて、女性、若者、障害者等の脆弱な避難民に配慮した安全な水・衛生施設やシェルターの設置、

基本行政サービスの向上等を支援することにより、治安状況が悪化する地域での早期のコミュニティ再建に貢献す

る。 

国際連合難民高等弁務官事

務所 

（ＵＮＨＣＲ） 

［合計：9.2 億円］ 

アフガニスタン、イラン、パキスタンにおいて、難民、帰還民、国内避難民、ホストコミュニティに対して保護、医

療、水・衛生等の分野の人道支援を実施し、脆弱な人々の人道状況の改善につなげる。 
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イヤマーク拠出金で補正

予算措置される案件名 
事業概要 

実施国際機関 

[追加予算額の総合計] 

成果目標 

（暫定版） 

国際連合児童基金 

（ＵＮＩＣＥＦ） 

［合計：6.3 億円］ 

アフガニスタンにおける複雑化した人道的危機の影響を受け、より脆弱な状況かつサービスが行き届いていないコミ

ュニティにいる国内避難民を含む子どもや女性、その他の住民に子どもの保護、保健及び栄養分野の人道支援を行

う。 

国際連合地雷対策サービス

部 

（ＵＮＭＡＳ） 

［合計：1.0 億円］ 

アフガニスタンにおいて、即席爆発物や地雷等の除去作業、地雷回避教育、迅速対応チーム支援を実施することによ

り、国内避難民、帰還民に対する爆発物の脅威を軽減する。 

国連薬物犯罪事務所 

（ＵＮＯＤＣ） 

［合計：2.9 億円］ 

アフガニスタン及び周辺国の薬物対策及び国境管理能力の強化を通じて、国際的に喫緊の課題とされているアフガニ

スタン由来の違法薬物の需要・供給削減に取り組み、もって当該地域及び国際社会の安定を図る。 

国際連合プロジェクト・サー

ビス 

（ＵＮＯＰＳ） 

［合計：1.3 億円］ 

アフガニスタンにおける脆弱な人々の生活環境改善のため、食料以外の生活必需品ならびにシェルターキットを配布

するとともに、カブールの人道支援ホットラインの運営体制の拡充支援を行う。 

国連女性機関 

（ＵＮＷｏｍｅｎ） 

［合計：1.0 億円］ 

アフガニスタンにおいて、ジェンダーに基づく暴力の被害を受けた女性とその子どもを保護し、心理的カウンセリン

グや法律相談などの支援を行うとともに、国内避難民の女性のための多目的センターの設立を支援する。また、職業

訓練等を通じた生計支援を実施する。これらの支援を通じて、同国の女性のエンパワーメントを図り、社会と経済の

安定に貢献する。 

国際連合世界食糧計画 

（ＷＦＰ） 

［合計 13.0 億円］ 

アフガニスタン、イラン、パキスタン、タジキスタンにおいて、国内避難民、難民、ホストコミュニティに対して緊

急的な食料・栄養支援を実施し、脆弱な人々の食料安全保障及び栄養状態の改善につなげる。 

世界保健機関 

（ＷＨＯ） 

［合計 1.0 億円］ 

アフガニスタンにおいて、武力紛争及び自然災害の被災者の精神的ケア及び保健医療支援を行うことで、緊急事態下

における保健システム及び保健サービス強化を図る。 

 


